
【裏面もあります！】
■あまおうの輸出促進

被災地支援の継続・強化を知事に要請

予算特別委員会では連日質問に立ち、多くの県政課題を提起＝２０１６年３月

田辺かずき

福岡県議会議員
【古賀市】

古賀発！ただいま
県政刷新中！
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私
自
身
も
所
属
会
派
の
メ

ン
バ
ー
と
と
も
に
、
被
災

者
の
方
々
の
生
活
支
援
と

早
急
な
復
旧
・
復
興
に
向

け
、
小
川
洋
知
事
に
要
請

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

被
災
地
支
援
の
一
環
と

し
て
、
福
岡
県
と
国
立
病

院
機
構
・
福
岡
東
医
療
セ

ン
タ
ー
（
古
賀
市
）
は
、

熊
本
県
の
医
療
面
の
危
機

管
理
体
制
も
支
援
し
ま
す
。

福
岡
東
医
療
セ
ン
タ
ー
は

県
内
で
唯
一
、
エ
ボ
ラ
出

血
熱
な
ど
の

類
感
染
症

患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
感
染
症
指
定
医

療
機
関
で
す
。
今
回
の
震

災
で
、
熊
本
県
で
同
じ
役

割
を
担
っ
て
い
る
熊
本
市

民
病
院
に
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
福
岡
県
に
支

援
要
請
が
あ
り
、
セ
ン

タ
ー
と
の
調
整
の
結
果
、

熊
本
や
大
分
の
地
震
で
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
福
岡
県
も
医
療
や

消
防
・
警
察
等
の
各
種
支
援
チ
ー

ム
の
派
遣
や
食
糧
な
ど
の
物
資
搬

送
、
公
営
住
宅
の
無
償
提
供
な
ど

様
々
な
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

福
岡
県
議
会
と
し
て
も
県
行
政
の

取
り
組
み
を
後
押
し
し
て
お
り
、

患
者
発
生
の
際
に
受
け
入

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
等

の
県
職
員
も
役
割
を
担
い

ま
す
。

私
は
前
職
の
新
聞
記
者

時
代
か
ら
地
域
防
災
・
減

災
体
制
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
２
０
１

６
年
度
予
算
を
詳
細
に
審

議
し
た
県
議
会
の
予
算
特

別
委
員
会
で
も
、
自
力
避

難
が
困
難
な
高
齢
者
ら
避

難
行
動
要
支
援
者
の
避
難

支
援
の
仕
組
み
作
り
を
県

内
全
域
に
確
実
に
広
げ
て

い
く
よ
う
に
求
め
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

に
加
え
て
重
要
な
問
題
と

し
て
提
起
し
た
の
が
、
家

庭
や
企
業
、
行
政
に
お
け

る
災
害
用
備
蓄
の
促
進
で

す
。福

岡
県
は
備
蓄
基
本
計

画
（
14
年
３
月
策
定
）
に

基
づ
き
、
備
蓄
に
関
す
る

基
本
方
針
を
定
め
て
い
ま

す
。
私
は
計
画
策
定
前
か

ら
予
算
特
別
委
員
会
に
お
け

る
行
政
へ
の
質
疑
で
積
極
的

に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
計

画
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

飲
料
水
や
食
糧
、
生
活
物
資

な
ど
に
つ
い
て
「
３
日
分
以

上
」
の
備
蓄
に
努
め
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

私
の
質
疑
に
お
い
て
、
15
年

度
の
備
蓄
状
況
は
飲
料
水

18
％
、
食
糧
36
％
と
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
事
業
所
や
市
町
村

に
お
い
て
も
備
蓄
が
進
ん
で

い
な
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。

裏
面
に
詳
報
し
ま
す
の
で
ご

参
照
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。引

き
続
き
、
県
民
生
活
の

安
全
・
安
心
の
た
め
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

裏
面
に
つ
づ
き
ま
す

田辺の政治活動を連日発信しています！

各地で対話集会の開催を継続＝２０１６年３月、町川原１区公民館

ﾒｰﾙ

＜田辺かずき事務所＞
〒811-3103  福岡県古賀市
中央 1-6-41-203

TEL   ： 092-692-8510

FAX   ： 092-410-7730

： challenge@
tanabe-kazuki.jp

Ⅰ



資
の
備
蓄
を
検
討
。
私
の
質

疑
に
よ
っ
て
、
15
年
度
の
事

業
所
の
備
蓄
状
況
は
飲
料
水

9
％
、
食
糧
7
％
と
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

各
市
町
村
で
想
定
さ
れ
る

災
害
や
地
形
等
の
特
性
、
県

か
ら
示
さ
れ
る
被
害
想
定
を

踏
ま
え
、
想
定
さ
れ
る
最
大

避
難
者
数
を
基
に
必
要
量
を

見
積
も
り
ま
す
（
在
宅
の
避

難
者
も
考
慮
）
。
15
年
度
ま

で
に
１
日
分
の
３
分
の
１
、

18
年
度
ま
で
に
１
日
分
の
３

分
の
２
を
備
蓄
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
質
疑
に
よ
っ
て
、
15
年

９
月
30
日
現
在
、
同
年
度
の

計
画
目
標
を
達
成
し
て
い
る

の
は
県
内
60
市
町
村
の
う
ち

▽
食
糧
で
40
▽
毛
布
で
33

災害用備蓄を促進する重要性 ― 家庭、企業、行政で
備
蓄
に
つ
い
て
福
岡
県
の

状
況
を
ま
と
め
ま
す
。
大
規

模
災
害
は
日
本
全
国
ど
の
地

域
に
お
い
て
も
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
防
災
・
減
災
意
識
を

向
上
さ
せ
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
以
下
、
県
備
蓄
基

本
計
画
の
目
標
や
現
状
と
課

題
を
整
理
し
ま
す
の
で
、
今

後
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

３
日
分
以
上
の
備
蓄
に
努

め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

飲
料
水
（
１
人
１
日
分
３

リ
ッ
ト
ル
）
、
食
糧
、
生
活

物
資
（
救
急
セ
ッ
ト
、
常
備

薬
、
簡
易
ト
イ
レ
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
生
理
用

品
等
）
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
・
乳
幼
児
そ
の
他
特
に
配

慮
を
必
要
と
す
る
人
（
＝
要

配
慮
者
）
が
必
要
と
す
る
物

資
（
紙
お
む
つ
や
粉
ミ
ル
ク
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
等
）
。

定
期
的
な
更
新
が
必
要
で
す
。

３
月
の
予
算
特
別
委
員
会
に

お
け
る
私
の
質
疑
に
お
い
て
、

２
０
１
５
年
度
の
県
民
の
備

蓄
状
況
は
飲
料
水
18
％
、
食

糧
36
％
と
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

従
業
員
等
の
３
日
分
以
上

の
飲
料
水
、
食
糧
、
生
活
物

資
の
備
蓄
に
努
め
る
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。
集
客
施
設
を

有
す
る
事
業
所
は
来
客
の
一

時
的
な
滞
在
を
想
定
し
た
備

蓄
を
検
討
。
帰
宅
困
難
者
の

受
け
入
れ
に
協
力
い
た
だ
け

る
事
業
所
は
、
市
町
村
の
備

蓄
状
況
を
踏
ま
え
必
要
な
物

【所属】福岡県議会・広域行政推進対策調査特別委員会副委員長
同・農林水産委員会、議会運営委員会
同・タイ友好議員連盟事務局長
全国青年都道府県議会議員の会（福岡県世話人）
民進党青年委員会事務局長
民進党福岡県第４総支部幹事長

【家族】会社員の妻、９歳の長男、５歳の長女

小川洋知事に対し、継続的な被災地支援を求めた＝2016年4月19日、福岡県庁

1980年5月16日生まれ
1987年 暁の星幼稚園 卒園
1993年 花鶴小学校 卒業
1996年 古賀中学校 卒業
1999年 福岡県立福岡高校 卒業

（高51回、現在は同窓会顧問）
2003年 慶應義塾大学法学部法律学科 卒業

毎日新聞社 入社、福井支局 配属
2006年 大阪本社社会部 配属
2011年 福岡県議会議員 初当選

厚生労働環境委員会（～13年）
国際交流推進対策調査特別委員会（～13年）

2013年 新社会推進商工委員会（～15年）
防災及びエネルギー・水安定供給調査特別委員会(～15年)

2015年 福岡県議会議員 2期目当選

＜田辺かずき プロフィール＞

ブログやフェイスブックなどによる連日の情報発
信に加え、紙ベースの県政報告書（１～２カ月に１
回のペースで発行）で活動をお伝えしており、ご希
望の方には郵送させていただいています。県政活
動の意義と詳細を記していますので、事務所（０９
２－６９２－８５１０）までご連絡ください。

【対話集会を開催】 【県政報告書の発送】
私の県議会活動は地元の皆さんの「声」があってこ

そ。市内各地の公民館で対話集会を継続的に開催し
ており、ご連絡をいただければサークル活動などの地
域の皆さんの集まりにも足を運び、県政報告と意見交
換をさせていただいています。事務所（０９２－６９２－
８５１０）まで。

あまおうの最大の輸出先は香港ですが、福岡

県は台湾も重視したいと考えています。しかし

近年、日本の国内基準が台湾に適合せず、持ち

込めない事案が多発していました。そこで、15

年度に古賀市の農家２戸を実証モデルとし、台

湾基準を満たす生産手法を採り、輸出に成功し

ました。その一人が、若手農家で同い年の渋田

健世さん。４月に、福岡県で初めて台湾向けの

生産手法を採用したハウスを訪ね、現状を聞か

せていただきました。

私は県議会の農林水産委員会でこの成果を示

しながら、台湾をはじめ海外への輸出促進のた

め、県の普及指導センターによる技術指導や経

費助成などの強力なサポートを強く求め、県も

しっかり取り組んでいく姿勢を示しました。な

お、県は県産品の輸出拡大に向けた施策の効率

的な推進を図るため「輸出促進室」を「輸出促

進課」に格上げしています。

園芸農業の振興と輸出促進も農政分野の重要

テーマです。引き続きしっかりと取り組んでい

きます。

あまおうの輸出促進
古賀の農家の取り組みが奏功！

本
地
震
の
支
援
と
し
て
、
缶

入
り
ソ
フ
ト
パ
ン
等
の
県
備

蓄
物
資
を
搬
送
し
ま
し
た
。

県
で
は
、
福
岡
県
西
方
沖

地
震
を
踏
ま
え
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
等
の
事
業
者
と

「
災
害
時
に
お
け
る
徒
歩
帰

宅
者
支
援
に
関
す
る
協
定
」

の
締
結
を
進
め
、
徒
歩
帰
宅

者
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指

定
は
２
８
９
０
店
舗
（
14
年

６
月
末
現
在
）
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
福
岡
県
備
蓄
基
本

計
画
の
全
文
は
県
防
災
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

▽
簡
易
ト
イ
レ
で
13―

―

に

止
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
（
飲
料
水
は
原
則

と
し
て
応
急
給
水
に
よ
り
確

保
）
。

県
内
で
想
定
さ
れ
る
最
大

避
難
者
数
４
万
６
５
６
６
人

（
警
固
断
層
南
東
中
央
下
部

震
源
の
地
震
）
を
基
に
見
積

も
り
ま
す
。
食
糧
、
生
活
物

資
は
想
定
さ
れ
る
最
大
避
難

者
数
の
１
日
分
の
３
分
の
１

を
現
物
備
蓄
す
る
こ
と
と
さ

れ
、
15
年
度
末
現
在
で
達
成
。

避
難
所
運
営
資
機
材
（
仮
設

ト
イ
レ
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
）
は
最
大
規
模
の
災
害

発
生
時
に
必
要
と
想
定
さ
れ

る
量
の
３
分
の
１
を
現
物
で

備
蓄
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
、

16
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
予

定
で
す
。
な
お
、
今
回
の
熊

【
県
民
の
皆
さ
ん
（
家
庭
）
】

【
事
業
所

】

【
市
町
村

】

【
県

】

【
帰
宅
困
難
者
対
策

】

◇

◇

田辺かずき事務所からのおしらせ


